




ヒスチジン血症はわが国では比較的高頻度に発見されているが、治療の必要性についての

問題が残されている。これに関しては、マススクリ一ニングで発見された症例について正

確かつ容易な診断方法を確立し、またそれぞれの症例について詳細な生化学的分析を行な

い、本症の異質性を検討する。更に長期の臨床的なfollow-up study が必要である。そこ

で本症の生化学的診断の基準を確立するために、以下の診断法についての検討を行なった

。 


